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新
刊

人
物
日
本
の
女
性
史
　
4
～
7

女
の
河
上
・
下

愛
の
フ
ア
ミ
リ
ー

透
明
な
季
節

僕
っ
て
何

娘
よ
起
き
な
さ
い

ま
ひ
る
野
上
・
下

損
を
し
な
い
家
の
建
て
方

地
価
を
こ
う
み
る

土
は
よ
み
が
え
る

日
本
農
法
の
提
唱

図
書
案
内

　
　
　
　
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
入
門

　
　
　
　
ぼ
ん
≦
ら
与
力

　
　
　
　
霞
の
半
兵
衛

　
　
　
　
い
ら
く
さ
の
家

　
　
　
　
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
オ
ブ
チ
ャ
ン
ビ
オ
ン

　
　
　
　
子
供
の
自
然
ヂ
供
の
科
学

　
　
　
　
昆
虫
の
生
き
る
世
界

　
　
　
　
野
鳥
観
察
ガ
イ
ト

　
　
　
　
雑
草
た
ち
の
生
き
る
世
界

　
　
　
　
漢
字
の
用
法

　
　
　
　
年
金
保
障
の
す
べ
て

き
妻
？
き

◇
か
た
ち
あ
る
も
の
は
こ
わ
れ
る

◇
兄
弟
げ
ん
か
は
二
の
膳
振
舞

◇
く
そ
≦
り
い

◇
子
な
し
に
子
く
れ
ん
な
馬
な
し
に
馬

　
か
せ
ん
な

◇
三
文
が
ん
も
値
打
ち
も
ね
え

◇
死
ん
だ
も
ん
の
死
に
び
っ
ぽ

◇
屍
の
か
っ
ぱ

◇
棒
ほ
ど
願
っ
て
針
ほ
ど
叶
う

◇
眉
に
唾
を
つ
け
る

◇
耳
に
タ
コ
が
で
き
る
様

◇
目
の
中
に
入
れ
て
も
痛
く
ね
え

◇
も
の
は
相
談

◇
や
せ
て
も
枯
れ
て
も

私
の
手
も
汚
れ
た

に
い
が
た
美
術
散
歩

八
甲
田
山
死
の
彷
律

鬼
の
女
房

く
す
り
の
わ
か
る
本

世
相
を
き
る

日
本
占
領
秘
史

と
な
り
と
私

レ
ー
ノ
　
　
L

縄
文
の
美
と
謎

東
京
大
空
襲

星
座
ガ
イ
ド

　
　
人
生
往
来

◎
産
声

大
口
知
代
子
　
　
光
　
吉

井
之
川
隆
之
　
正
喜

羽
鳥
直
樹
　
直
嗣

上
原
　
一
洋
　
和
榮

高
橋
　
宏
美
　
　
昭
　
二

井
ノ
川
剛
　
茂
男

吉
楽
　
高
夫
　
　
高
　
義

江
口
慎
之
助
　
長
作

村
山
陽
一
　
真
　
一

山
本
明
美
　
基
一
郎

◎
高
砂

｛
　
新
郎
　
高
橋
　
賢
治

新
婦
樋
口
恵
子

｛新
郎
鈴
木
久
元

新
婦
富
井
た
ず
子

◎
昇
天

　
桂干

溝

新
屋
敷

　田上宮田芋上桂

　沢山中中川山

◇
総
領
の
甚
六

◇
叩
け
ば
埃
が

　
出
る

◇
提
灯
持
ち

◇
付
焼
刃

村
の
こ
と
わ
ざ

◇
と
ら
べ
く
し
て
と
ら
れ
た

◇
鳴
か
ず
飛
ば
ず

◇
煮
え
湯
を
飲
ま
さ
れ
る

◇
年
貢
の
納
め
時

◇
恥
の
上
塗
り

　
人
の
疵
気
で
頭
病

ぺ
　
　
　
り

4
桓

き

　
定
夫
採
集

　
h
ら

◇
青
息
吐
息

◇
い
っ
と
き
正
月

◇
う
ん
だ

　
と
も
い
わ
ぬ

◇
横
槍
を
入
れ

　
る

◇
論
よ
り
証
拠

◇
禍
い
は
口
か

（
熟
し
た
）
柿
が
つ
ぶ
れ
た

（
…
）
堀
之
内
町

（
二
六
）
干
溝

（
二
三
）
倉
俣

（
茜
）
川
西
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
樒
、
藻
　
雪
ン

㌦
．
．
議
、
曝
饗

徽
．
魚
讃
躍
轟
．
墨
罪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蒙
垂
要
信
濃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
玉
　
泉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騨
　
　
追
風

　
・
．
・
－
辮
塾
編
御
人

轟
翼
響
き
　
　
轍
輪
鶴
．
、
薫
澗

．
・
、
響
　
・
　
　
欝
、
譲
糠
議
轡
掻
．
飽
讃
曝

馨
欝
撫
鶯
藩
　
　
　
購
熱
、
．
、
、
羅
、
暫
，
．
『
．
’
　
夢
簿

騰
雛
、
轄
欄
噸
　
」
・
鷺
讐
毒
の
疹
毯
に
大
田
原
ー
、

樋
ロ
ハ
ル
イ

山
田
智
敦

廣
田
　
サ
ダ

竹
藤
由
太
郎

滝
澤
清
丸

渡
邊
幸
明

（
ヨ

（
異
）

（
査
）

（
七
八
）

（
八
三
）

（
四
二
）

通
り
山

清
田
山

干
溝

芋
川

重
地

高
道
山

　
　
　
　
　
　
疇
　
覇
ノ
ヴ

娘
あ
て
夏
だ
よ
り
く
る
園
児
等
の

　
　
　
糠
、
駆
け
る
様
追
う
暴
鈴
の
音

　
　
　
　
　
　
　
　
　
涌
井
　
タ
カ

い
た
づ
き
に
伏
し
た
る
友
の
苦
し
み
が

　
　
　
ー
胸
に
泌
み
入
る
秋
の
夜
長
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
ケ
ン
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事

　
寄
　
附

南
雲
義
昭
さ
ん
よ
り
、
亡
父
南
雲
茂
一

さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
↓
．
一
万
円
。

上
原
作
治
郎
さ
ん
よ
り
二
万
円
。
社
会

福
祉
協
議
会
に
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。
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　　　私たちの村

人　口 7，310（＋6）

男 3，624（＋2）

女 3，686（＋4）

世帯数

一
1，670（一工）
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ケ
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綴繕誹態、彰、，，F圏

、
響

騙
穐
拶

、
　
1
　
襲
畿
．
亀

，
〆

　
　
㌦
臨
　
　
、
ー

，
噺
轡
幸
換

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
び
へ

撃1

筆、、

心
豊
か
に
芸
術
の
秋

　
　
　
　
　
　
　
－
中
里
村
芸
術
祭
案
内

秋
の
H
は
短
か
く
、
仕
事
に
追
わ
れ

て
い
る
と
一
日
の
経
過
が
、
あ
ま
り
に

も
速
く
感
じ
ら
れ
る
こ
の
頃
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
年
々
そ
の
テ
ン
ポ
を
速
め
な
が
ら
、

多
様
化
し
て
い
く
社
会
の
中
で
、
私
達

は
と
も
す
る
と
自
然
界
の
あ
ら
ゆ
る
現

象
と
か
、
芸
の
道
に
み
ら
れ
る
す
ば
ら

し
さ
と
か
に
、
感
動
す
る
心
の
ゆ
と
り

を
忘
れ
か
け
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
名
勝
地
に
は
簡
単
に
行
け
る
し
、
世

界
中
の
芸
術
に
も
テ
レ
ビ
、
雑
誌
を
通

じ
て
安
直
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
勿
論
結
構
な
こ
と
だ
し
、
こ
れ
か
ら

も
こ
の
傾
向
は
進
む
で
し
ょ
う
が
、
反

面
、
自
分
自
身
が
苦
労
し
て
求
め
て
得

た
と
き
の
感
慨
の
深
さ
に
比
較
す
る
と

き
、
雑
多
な
も
の
と
い
っ
し
ょ
に
な
っ

て
氾
濫
し
て
い
る
な
か
の
生
活
で
は
、

い
ち
い
ち
感
激
し
て
は
い
ら
れ
な
い
し

感
動
す
る
気
持
も
マ
ン
ネ
リ
化
し
て
し

ま
う
。
そ
れ
は
あ
る
意
味
で
は
不
幸
と

言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
芸
術
の
秋
と
言
わ
れ
る
こ
の
さ
わ
や

か
な
時
季
に
、
身
近
な
自
然
美
を
見
つ

め
、
芸
術
を
味
わ
っ
て
み
よ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

芸
術
祭
作
品
募
集

　
中
里
村
公
民
館
で
は
つ
ぎ
の
と
お
り

芸
術
祭
を
計
画
し
、
作
品
を
募
集
し
ま

す
の
で
ど
ん
ど
ん
川
品
し
て
く
だ
さ
い

　
期
日
卜
月
．
、
．
卜
目
（
日
）
か
ら

　
　
　
　
　
ト
．
月
．
．
亘
（
木
）
ま
で

脅　＝　ノ＼
　　　　の　・　　∫、

場
　
中
里
村
総
合
セ
ン
タ
i

品
O
日
本
画
・
洋
画

　
O
写
真
（
半
切
以
L
全
倍
ま

　
　
　
　
　
で
、
ハ
ネ
ル
付
）

　
O
書
道
（
全
紙
麺
つ
ぎ
以
内

　
　
　
　
　
枠
張
り
表
装
、
習

　
　
　
　
字
紙
可
）

　
O
生
花
・
ヂ
芸
・
盆
栽

　
　
（
あ
ま
り
大
き
い
物
は
御

　
　
　
遠
慮
く
だ
さ
い
。
）

出
品
申
込
卜
月
卜
一
日
～
二
卜
七
日

搬
入

そ
の
他

事
務
局

十
月
二
十
七
日
～
二
十
九

日
。
た
だ
し
生
花
は
十
月

．
．
、
ト
一
日
ま
で
展
示
す
る
。

搬
人
、
搬
出
の
た
め
、
ま

た
は
災
害
等
に
伴
う
事
故

に
つ
い
て
の
責
任
は
負
い

ま
せ
ん
。

中
里
村
公
民
館
（
T
E
L

二
四
九
一
、
．
）
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農
業
者
年
金

　
　
　
　
　
　
加
入
を
急
ぎ
ま
し
ょ
う

　
農
業
者
年
金
の
制
度
が
誕
生
し
て
か

ら
す
で
に
六
年
余
り
た
ち
、
昨
年
か
ら

は
経
営
移
譲
年
金
の
支
給
も
始
ま
り
ま

し
た
。
わ
が
中
里
村
で
も
現
在
ま
で
に

二
十
数
名
の
人
が
実
際
に
年
金
を
手
に

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
加
入
す
る
資

格
が
あ
り
な
が
ら
、
ま
だ
手
続
き
を
と

っ
て
い
な
い
人
が
か
な
り
み
う
け
ら
れ

ま
す
。

　
保
険
料
は
、
定
め
ら
れ
た
納
付
期
限

を
過
ぎ
て
二
年
た
ち
ま
す
と
、
時
効
に

よ
っ
て
納
め
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

　
当
然
加
入
資
格
者
で
、
昭
和
四
十
六

年
の
制
度
発
足
当
時
五
十
ア
ー
ル
（
五

反
歩
）
以
上
の
農
業
経
営
主
だ
っ
た
人

は
、
こ
れ
か
ら
加
入
の
手
続
き
を
と
っ

て
も
、
昭
和
四
十
六
年
に
さ
か
の
ぼ
っ

て
被
保
険
者
の
資
格
を
得
る
こ
と
が
で

昭和12年生れ

加入できない

昭和52年

　9月末日

　10月ウ

　11月ウ

　12月〃

　　生年月日

1月2日～2月1日生れ

2月2日～3月1日〃

3月2日～4月1日〃

4月2日～5月1日〃

5月2日～6月1日〃

6月2日～7月1日〃

7月2日～8月1日ウ

8月2日～9月1日ウ

9月2日～10月1日・

10月2日～11月1日　ウ

1月2日～12月1日　〃

　　　　翌年

2月2日～1月1日・

れ生年01
付
月

納低
始

分
　
　
分
　
　
分

日
月
　
　
日
月
　
　
口
月

1
　
　
　
　
2
　
　
　
　
3

．
分
　
　
分
　
　
分

日
月
　
　
日
月
　
　
日
月

4
　
　
　
5
　
　
　
£
U

分
　
　
分
　
　
分

日
月
　
　
日
月
　
　
口
月

ワ
‘
　
　
　
Q
O
　
　
　
9

分
　
　
分
　
　
分

日
日
　
　
R
月
　
　
日
月

m
　
　
n
　
　
珍

和刀
口

最
開

日～年9正大

効
日

時
る

の
す

料
成

険
亡
兀

保
が

年
　
　
日

麗
　
　
末

和
　
　
月

刀
口
　
　
4

日チ
　
日
　
末

〃

　
月

　
7
上

　
日
　
末

〃

　
月
　
O

　
l
｝

年
　
　
日

53

　
　
末

和
　
　
月

刀
ロ
　
　
　
ー

日｝
ノ

れ　
〃
　
　
　
　
　
　
’
ゲ
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〃
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‘
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ロ
ロ
　
　
　
ロ
ロ

1
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
1

1
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
1

1
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
1

1
乙
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
1

月

口
η
　
　
口
月
　
　
日
月

2
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日
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日
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日
月
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6
　
　
　
　
【
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口
月
　
　
R
月
　
　
R
月

　
　
0

8
　
　
　
Q
“
　
　
－

月
　
　
月
年
月

n
　
　
⑫
翌
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年

～
　
　
～
　
　
～

～
　
　
～
　
　
～

～
　
　
～
　
　
～

～
　
　
～
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口
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n
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n
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口
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口
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ロ
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ロ
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ロ
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口
口

口
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2
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2
　
　
　
　
2

2
　
　
　
　
2
　
　
　
　
り
乙

2
　
　
　
　
2
　
　
　
　
2

日
月
　
　
口
月
　
　
口
月

1
　
　
　
　
2
　
　
　
　
3

日
月
　
　
日
月
　
　
日
月

4
　
　
　
5
　
　
　
£
U

日
月
　
　
臼
ロ
　
　
日
月

7
　
　
　
　
8
　
　
　
　
A
J

日
月
　
　
ロ
月
　
　
口
月

m
　
　
H
　
　
珍

◎すでに納付期限を過ぎた人で加入したい人は大至急農業委員会に連絡して下さ

き
ま
す
が
、
保
険
料
は
、
さ
か
の
ぼ
っ

て
も
二
年
前
の
分
ま
で
し
か
納
め
ら
れ

ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
任
意
加
入
者
は
申
し
出
た
時

に
被
保
険
者
と
な
り
、
そ
の
月
分
か
ら

保
険
料
を
納
め
ら
れ
ま
す
。
こ
の
た
め

制
度
が
で
き
て
六
年
過
ぎ
て
い
ま
す
の

で
、
こ
れ
か
ら
保
険
料
を
納
め
始
め
て

も
六
十
才
ま
で
の
期
間
が
、
年
金
を
受

給
す
る
の
に
必
要
な
期
間
を
満
た
せ
な

い
人
が
多
数
生
じ
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
当
然
加
人
資
格
者
で
大
．
止
九

年
一
月
、
一
日
～
昭
和
十
一
年
一
月
一
日

生
ま
れ
の
人
、
任
意
加
人
資
格
者
で
、

昭
和
十
、
一
年
生
ま
れ
の
人
は
加
人
期
限

が
迫
っ
て
い
ま
す
の
で
、
す
ぐ
手
続
き

を
と
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
農
業
委
員
会
）

　
八
月
ニ
レ
、
、
一
日
か
ら
一
、
卜
六
日
ま
で

の
四
日
間
、
村
史
資
料
を
た
ず
ね
て
、

田
沢
中
学
校
の
須
藤
教
頭
先
生
（
中
里

村
史
編
さ
ん
専
門
委
員
）
と
、
江
戸
時

代
の
田
沢
村
庄
屋
で
あ
っ
た
“
村
山
家
”

を
京
都
に
訪
ね
た
。

　
当
初
輔
（
た
す
く
）
氏
は
、
現
在
会

社
経
営
の
責
任
者
に
お
ら
れ
な
が
ら
、

ご
都
合
し
私
た
ち
を
待
っ
て
い
て
く
れ

た
。
あ
い
さ
つ
そ
こ
そ
こ
に
用
向
き
を

再
度
申
し
あ
げ
た
と
こ
ろ
、
　
　
寸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ネ

つ
村
山
家
で
で
き
る
こ
と

は
全
面
的
に
ご
協
力
申

し
あ
げ
た
い
。
書
類
は
全
部
あ
ち
ら
の

部
屋
（
仏
（
門
、
　
に
幽
し
て
あ
り
ま
す
か

ら
、
な
ん
な
り
と
好
き
な
よ
う
に
見
て

く
だ
さ
い
。
」
と
案
内
く
だ
さ
っ
た
。

　
一
見
し
て
私
は
、
あ
ま
り
に
も
ぼ
う

大
で
、
し
か
も
そ
れ
が
立
派
に
整
理
さ

れ
て
い
る
の
に
驚
い
た
。

　
半
世
紀
開
か
ず
の
古
文
書
で
、
こ
れ

は
輔
氏
の
祖
父
孝
．
二
氏
が
半
才
を
費
し

整
理
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
記
録

に
み
ら
れ
る
。

　
明
治
期
、
波
乱
の
村
山
家
が
よ
く
こ

　
の
文
書
を
大
切
に
守
り
、
保
存
さ
れ
て

　
こ
ら
れ
た
こ
と
に
深
い
感
動
を
覚
え
な

　
が
ら
、
責
任
の
重
大
さ
を
感
じ
、
ど
う

　
し
た
も
の
か
思
案
に
あ
ま
る
も
の
が
あ

　
っ
た
。

　
　
村
山
家
は
前
段
に
申
し
あ
げ
た
と
お

　
り
、
江
戸
時
代
か
ら
明
治
の
初
期
に
か

　
廿
て
、
代
々
田
沢
村
お
よ
び
田
沢
新
田

　
村
の
篠
、
あ
る
い
は
戸
長
を
つ
と
め

　
た
名
家
で
雀
川
の
旦
那
様
」
と
し
て

史
資
料
探
訪

京
都
・
村
山
家
へ

村
民
か
ら
偉
敬
さ
れ
て
き
た
。

　
葎
沢
一
力
部
落
を
総
支
配
し
、
高
道

山
以
北
八
力
村
の
用
水
確
保
の
た
め
と

桔
梗
原
新
田
の
開
発
、
藤
原
新
田
の
開

ド

の
髪
ま

発
、
宮
中
の
用
水
路
の
開
さ
く
な
ど
、

多
く
の
治
績
を
歴
史
L
に
残
し
て
い
る

　
ま
た
孝
』
一
氏
は
村
に
歴
史
沿
革
、
即

ち
村
誌
が
な
い
の
を
憂
い
て
自
家
保
存

の
古
文
書
に
よ
り
、
村
に
「
田
沢
村
誌

主
材
」
　
「
知
恵
袋
」
を
書
き
残
し
て
い

る
。
そ
し
て
こ
れ
が
近
世
に
お
け
る
旧

田
沢
村
の
歴
史
を
さ
ぐ
る
唯
一
の
資
料

と
な
っ
て
い
る
。

　
今
回
の
調
査
は
、
、
一
日
間
で
あ
り
、
そ

　
　
　
　
　
の
全
部
に
つ
い
て
調
査
す

　
　
　
　
　
る
こ
と
は
と
う
て
い
で
き

　
　
　
　
　
な
い
も
の
で
あ
っ
た
（
約

％
く
ら
い
だ
っ
た
ろ
う
か
．
）
が
今
後

立
派
な
村
史
を
つ
く
る
た
め
に
も
　
ま

た
村
山
さ
ん
の
「
村
の
た
め
に
な
る
こ

と
で
あ
る
な
ら
、
ど
う
ぞ
ど
う
ぞ
」
の

お
こ
と
ば
に
甘
え
、
再
度
の
訪
問
を
期

し
て
い
る
。

　
ま
た
今
回
の
調
査
訪
問
に
村
山
家
あ

げ
て
万
端
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
こ
と

を
報
告
し
、
こ
の
貴
重
な
資
料
を
早
期

に
整
理
し
、
機
会
ご
と
に
発
表
し
て
参

り
た
い
考
え
で
い
ま
す
。

　
　
（
村
史
編
さ
ん
室
長
　
小
柳
定
夫
）
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　　公民館関係行事予定
村民野球大会　　　　　　　　　10月301h　　中里村芸術祭
　　　　　　　　　　　　　　　11月．3日
剣道スホーツ少年団11）周年記念大会　　10月30．31日　中里村農業祭

村民球技大会　　　　　　　　　11月5・6日　中里村青年祭

10月　9［ヨ

10月10日

10月23日

不
良
商
品
に
泣
き
ね
い
り
し
な
い
で

　
商
店
か
ら
品
物
を
買
っ
た
け
れ
ど
も

こ
わ
れ
て
い
た
、
宣
伝
と
ち
が
う
、
価

格
に
疑
問
が
あ
る
と
か
、
い
ろ
い
ろ
の

不
満
を
感
じ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
ろ
う
か

と
思
い
ま
す
。
直
接
話
し
合
っ
て
解
決

で
き
れ
ば
い
い
の
で
す
が
、
な
か
に
は

話
し
に
く
い
問
題
、
解
決
し
に
く
い
問

題
、
ま
た
商
店
に
し
て
も
問
屋
と
か
メ

ー
カ
ー
に
対
し
て
、
直
接
話
せ
な
い
場

合
も
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
と
き
、
消
費
生
活
に
関
す
る

い
っ
さ
い
の
こ
と
に
つ
い
て
、
相
談
相

手
に
な
っ
て
く
れ
る
人
が
い
ま
す
。

　
県
か
ら
委
嘱
さ
れ
て
い
る
、
新
潟
県

消
費
生
活
改
善
推
進
委
員
の
広
田
幸
子

へ
干
溝
・
T
E
L
五
六
〇
四
）
さ
ん
が

そ
う
で
す
。

　
お
た
が
い
に
気
持
ち
よ
く
売
買
が
で

き
る
よ
う
、
消
費
宝
活
の
質
の
向
ヒ
を

は
か
る
た
め
に
は
、
ど
ん
な
さ
さ
い
な

こ
と
で
も
見
捨
て
な
い
で
、
ま
た
泣
き

ね
い
り
を
し
な
い
で
、
広
田
さ
ん
か
、

役
場
産
業
課
へ
気
軽
に
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。建

築
工
事

　
そ
の
ま
え
に
確
認
申
請
を

　
ト
月
卜
一
日
～
レ
ヒ
日
は
違
反
建
築

防
止
週
間
で
す
。

　
村
及
び
L
ー
日
町
L
木
事
務
所
は
、
つ

ぎ
の
と
お
り
建
築
相
談
所
の
開
設
や
、

違
反
建
築
物
公
開
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い

ま
ず
。

　
　
建
築
相
談
所
の
開
設

と
き
　
ト
月
卜
二
日
（
水
）

　
　
　
午
前
九
時
～
竿
後
二
時

と
こ
ろ
　
レ
日
町
ヒ
木
事
務
所
（
十
日

　
　
　
　
町
総
合
庁
舎
内
）

　
建
築
の
こ
と
な
ら
な
ん
で
も
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

　
違
反
建
築
物
公
開
パ
ト
ロ
ー
ル

　
　
　
　
十
月
卜
四
日
実
施
し
ま
す

　
住
宅
等
を
建
築
す
る
と
き
は
、
役
場

建
設
課
へ
申
請
し
、
確
認
を
受
け
て
か

ら
工
事
に
着
手
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
、
い
。
確
認
を
受
け
な
い
で
着
工
す
る

と
違
反
建
築
と
な
り
、
建
築
基
準
に
適

合
し
て
い
な
い
部
分
に
つ
い
て
是
正
が

命
じ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
　
建
築
確
認
申
請
の
手
続
き

　
建
築
確
認
申
請
の
毛
続
き
は
、
つ
ぎ

の
書
類
を
添
え
て
役
場
の
建
設
課
を
経

由
し
、
L
木
事
務
所
へ
提
出
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
建
築
確
認
申
請
書
①
一
通
　
▼
建
築

確
認
通
知
書
⑳
一
、
一
通
　
▼
建
築
計
画
概

要
辞
、
通
　
▼
建
築
上
の
設
計
し
た
図

面
　
▼
そ
の
他
建
築
在
募
が
請
求
し
た

菩
類
　
▼
毛
数
料
圧
百
円
以
ヒ
面
積
に

よ
り
算
定
　
▼
建
築
［
事
届
麺
旦
通

　
な
お
、
［
事
が
完
了
し
た
ら
、
完
了

し
た
日
か
ら
四
日
以
内
に
役
場
の
建
設

課
へ
［
事
完
了
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。臥

瓢潔・

購
㎜
．
硝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
難
騨
　
　
醸
顧
・

戸粒簸
　　i3㌧らピ‘帖

行
政
相
談
の
お
知
ら
せ

　
つ
ぎ
の
と
お
り
行
政
相
談
所
が
開
か

れ
ま
す
。
お
役
所
仕
事
で
お
困
り
の
こ

と
や
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
、
納
得
の
い

か
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す

と
き
ト
月
、
r
一
日
（
金
）

　
　
　
　
午
後
一
時
～
四
時

と
こ
ろ
　
中
里
村
老
入
福
祉
セ
ン
タ
i

行
政
相
談
員
　
　
山
田
正
平

「
特
別
一
時
金
」

　
　
　
　
　
　
を
払
い
ま
す

　
　
　
　
　
郵
便
局
よ
り

　
お
毛
も
と
の
保
険
証
酵
を
お
確
め
く

だ
さ
い
。
昭
和
．
正
ー
四
年
五
月
以
前
に

加
入
さ
れ
た
契
約
に
つ
い
て
は
、
申
し

出
に
よ
っ
て
「
特
別
一
時
金
」
を
お
支

払
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ー
　
昭
和
セ
六
年
一
、
．
月
．
．
一
十
一
日
以
前

　
に
加
人
の
契
約
は
、
昭
和
五
L
上
年

　
一
月
一
日
か
ら
三
年
問

り
　
昭
和
十
六
年
四
月
一
日
以
後
に
加

　
入
の
契
約
は
、
昭
和
五
十
一
年
七
月

　
一
日
か
ら
三
年
間

　
そ
れ
ぞ
れ
取
り
扱
い
し
ま
す
。
詳
し

く
は
局
の
窓
口
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い

剣
道
ス
ポ
ー
ツ

　
　
　
少
年
団
会
員
募
集

　
剣
道
ス
ポ
ー
ッ
少
年
団
で
は
小
学
校

五
年
生
か
ら
中
学
校
三
年
生
ま
で
の
男

女
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
申
込
は

藤
田
浩
（
田
中
）
さ
ん
か
中
里
村
公
民

館
へ


